
≪花巻市の地域医療ビジョン(ダイジェスト版)≫ 
 

 

 

１ 地域医療ビジョン策定の目的 

 

総合花巻病院は施設の老朽化、花巻温泉病院は岩手医科大学附属病院（本院）の移転後のあり方など、

救急医療をはじめ花巻市の地域医療の中核的役割を担ってきた病院が、それぞれに課題を抱えています。 

花巻市における医療体制の現状を踏まえて、市民が将来にわたって安心して暮らしていただけるよう、

効率的で質の高い医療供給体制を構築するために、将来のあるべき医療供給体制の姿と今後の必要な施策

についてビジョンとして示すものです。 

 

 

２ 花巻市の医療の現状 

 

(1) 人口の推移と将来推計 

・花巻市の総人口は平成 47 年には 80,000 人を割る見込み。 

・入院などの医療需要の特に多いと考えられる 75 歳以上の人口は平成 42 年にピーク。 

・高齢になるにつれて罹患する割合の大きくなる疾病もあり、医療従事者や入院病床等に不足が生じない

取り組みが必要。 

 

(2) 疾病状況と主要死因別割合の状況 

・受診状況では、医療費・件数ともに循環器系、消化器系の疾患が上位。 

・主要死因は、悪性新生物（がん）が最も多く、次いで心疾患、脳血管疾患の順。 

・予防に向けた取り組みと、適切な医療が提供できる病院や診療所の確保が必要。 

 

(3) 花巻市、岩手中部保健医療圏の医療環境 

① 医療施設数と医師の供給状況 

・花巻市内の病院や診療所数は、病院が7施設、診療所が54施設。 

・人口 10 万人あたりの医師数は、岩手中部保健医療圏 140.6 人、花巻市 125.7 人。 

・産婦人科と小児科に加えて耳鼻咽喉科が不足。 

・花巻市内のほとんどの病院が勤務医の確保に苦慮。医師確保に向けた取り組みが必要。 

 

② 基準病床数 

・人口10万人あたりの一般病床数は、岩手中部保健医療圏814.5床、花巻市814.9床。 

・花巻市内の病院では、129床が休床。実際に稼働している病床数は699床。 

・75歳以上の老齢者人口の増加に備え、不足が生じないよう病床の確保が必要。 

 

③ 医療圏間の患者の流れ 

・岩手中部保健医療圏の入院の完結率は 75.3％と低い状態。圏内で受診しなかった患者のほとんどは盛岡

保健医療圏域に流出。 

・花巻市の中心部において複数の診療科目と入院病床を有する病院（診療所）の確保に向けた取り組みが

必要。 

 

 



(4) 救急医療 

・一次救急医療は花巻市医師会が休日当番医、二次救急医療は病院群輪番制で対応。 

・総合花巻病院と花巻温泉病院は、病院群輪番制の当番日以外の休日・夜間も二次救急の対応。 

・総合花巻病院や花巻温泉病院への救急搬送件数は減少する一方で中部病院は増加。 

・救急医療体制の維持・確保のため、医療従事者の確保等の環境整備に向けた取り組みが必要。 

 

(5) 市内の病院の機能 

・急性期・亜急性期に対応する病院は総合花巻病院と県立東和病院。 

・花巻温泉病院は回復期の病院として対応しているが、特殊な疾患にも対応できる医療技術を有するほか、

二次救急病院として病院群輪番制に参加し、急性期の患者を受け入れしている病院。 

・国とともに、病院の特性（機能）に応じた切れ目のない効率的かつ効果的な医療供給体制を構築に向け

た取り組みが必要。 

 

(6) 花巻市における必要病床数予測 

・入院患者の見込み数に対して病床数は不足する見込み。 

・既存の病床数を確保する取り組みが必要。 

 

 

３ 花巻市の地域医療の目指す姿(施策の方向性) 

 

(1) 花巻市における今後の取り組み方針 

 

・病診連携の普及啓発に取り組み市民の適切な受診行動を促すとともに、花巻市内の中心部において複数

の診療科目と入院病床を有する病院（診療所）の確保に取り組みます。 

・市民が住み慣れた家庭や地域で療養生活を送れるように、保健・医療・福祉の連携に配慮した「地域包

括ケアシステム」の構築に努めます。 

 

(2) 必要と考えられる施策 

① 救急医療体制の維持・確保 

・病診連携の取り組みの推進。 

・総合花巻病院と花巻温泉病院に必要に応じた財政支援。 

 

②医師・看護師等の医療従事者の確保 

・市町村医師養成事業の継続と、養成医師の配置先に地域の中核となる私立病院を加えるよう岩手県国民

健康保険団体連合会に要望。 

・医療従事者の確保を県に働きかけるとともに、市も不足する産婦人科や小児科、耳鼻咽喉科の医師確保

に向けた取り組みの実施。 

・助産師のネットワークの構築など、お産環境の充実に向けた取り組みの実施。 

 

③ 医療機能の整備・充実 

・市民に対して、かかりつけ医制や病診連携の仕組みについての普及啓発を推進。 

・中部病院が推進する地域医療連携ネットワークシステムの構築を支援。 

・地域包括ケアシステムの構築の推進。 


